
一
般

質
問

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算

編
成
方
針
「
次
世
代
型
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
」
特

に
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
具
体

的
な
取
り
組
み
を
問
う
。

燃
料
電
池
車
を
不
自

由
な
く
使
用
で
き
る

環
境
整
備
が
課
題
。
本
町

の
目
標
値
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
最

低
１
基
を
考
え
る
。

田
た

境
きょう

 毅
つよし

 議員
購入補助制度などを早急に周知

次世代自動車の普及啓発活動を

水素ステーション（岡崎市内）

現
状
は
未
設
置
、
何

ら
か
の
障
害
が
あ
る

と
い
う
こ
と
。
普
及
に
向

け
た
課
題
は
。

高
額
な
整
備
費
や
運

営
費
が
課
題
で
あ
る
。

公
用
車
や
公
共
バ
ス

の
水
素
車
導
入
な
ど

行
政
の
率
先
垂
範
が
重
要
。

本
町
の
考
え
方
は
。

企
画
部
長
▼
第
２
期

町
環
境
基
本
計
画
に

よ
り
、
次
世
代
自
動
車
に

順
次
更
新
し
て
い
く
。

取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
多
く

の
仲
間
が
必
要
。
民
間
企

業
へ
の
導
入
助
成
制
度
創

設
は
。環

境
経
済
部
長
▼
国

や
県
も
考
え
て
い
る
。

次
世
代
自
動
車
の
普

及
啓
発
活
動
、
取
り

組
み
な
ど
実
施
時
期
は
。

本
町
の
次
世
代
自
動

車
購
入
補
助
制
度
を

含
め
、
早
急
に
周
知
す
る
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算

編
成
方
針
「
新
た
な
公
共

交
通
体
系
の
確
立
」
が
推

進
さ
れ
る
一
方
、
公
共
交

通
で
は
補
完
し
き
れ
な
い

地
域
課
題
も
あ
る
。
誰
も

が
自
由
に
安
心
し
て
移
動

で
き
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

実
現
の
取
り
組
み
を
問
う
。

公
用
車
や
公
共
バ
ス

の
電
動
化
促
進
は
。

企
画
部
長
▼
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
の
観
点
か
ら

も
電
動
化
を
検
討
し
た
い
。

急
速
充
電
装
置
の
設

置
促
進
は
。

環
境
経
済
部
長
▼
国

の
導
入
補
助
制
度
の

活
用
を
促
し
た
い
。

充
電
設
備
の
設
置
促

進
が
必
要
、
行
政
か

ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
。

関
連
機
器
導
入
の
取

り
組
み
と
し
て
、
Ｖ

２
Ｈ
装
置
補
助
を
検
討
中
。

小
型
電
動
車
の
取
り

組
み
は
。

企
画
部
長
▼
全
国
の

先
進
事
例
な
ど
を
研

究
し
た
い
。

運
転
免
許
取
得
可
能

年
齢
以
下
の
町
民
に

対
す
る
移
動
の
確
保
は
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
こ
う
た

の
利
用
対
象
年
齢
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

答問答

問答 問答充
電
設
備
設
置
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を

関
連
機
器
の
導
入

補
助
を
検
討
中

問答問答問

答問答

問答

問

問答

「筆柿の里・幸田」で充電中の車両
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廣野 房男

杉浦あきら

石原　昇

都築 幸夫

鈴木 久夫

水野千代子都築 一三

稲吉 照夫

伊澤 伸一

田境　毅

黒木　一

丸山千代子

藤江　徹 足立 初雄 笹野 康男

●
内
容
は「
議
会
だ
よ
り
」

に
掲
載
し
、
報
告
す
る
。

●
行
政
か
ら
の
議
案
の
審

議
や
、
監
視
機
能
を
強
め

て
い
く
。

●
今
後
、
Ｆ
Ｔ
会
は
政
策

立
案
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

　

令
和
４
年
１
月
31
日
、

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
研
究
所　

招
し
ょ
う
へ
い聘
研
究
員

佐さ

藤と
う

淳あ
つ
し

氏
を
お
迎
え
し

「
対
話
で
創
る
議
会
の
新

し
い
カ
タ
チ
」
と
の
演
題

で
、
議
員
研
修
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

佐
藤
氏
は
、
早
稲
田
大

学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

機
関
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
、

議
会
改
革
、
自
治
体
人
材

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
、

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

地
方
議
会
の
成
熟
度
基

準
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

議
会
の
基
本
的
な
活
動
・

議
会
に
対
す
る
信
頼
の
増

進
な
ど
を
全
議
員
が
提
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
先
生

の
評
価
が
楽
し
み
で
す
。

　

幸
田
町
議
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
議
員
の
な
り
手
不

足
・
議
会
改
革
を
調
査
研

究
し
て
、
議
員
力
ア
ッ
プ

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｆ
Ｔ
（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

会
と
は
議
員
全
員
で
行
う

自
由
討
議

　
「
議
員
の
な
り
て
不
足
」

を
テ
ー
マ
に
、
17
回
開
催

を
重
ね
、
議
会
・
議
員
と

し
て
、
研
究
調
査
・
研
修

会
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

決
定
し
た
。

●
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
聞
く
機
会
と
し
て
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
す
る
。

Ｆ
Ｔ
会
開
催
継
続
を
決
め
る

議
員
研
修
会
を
開
催
予
定

議会改革に向けて
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